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今 月 の 主 な ニ ュ ー ス
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予
防
医
学
実
務
研
修
会（
つ
づ
き
）

「
早
期
発
見
の
た
め
に
も
質
の
高
い
画
像
の
提
供
を
」

当
協
会
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
の
精
度
管
理

�

放
射
線
技
術
部　

部
長　

見
本　

真
一

第
２
回　
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

働
く
人
の
健
康
支
援
に
脳
科
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所　

茨
木　

拓
也

「
保
健
室
」�

湘
南
白
百
合
学
園
小
学
校　

吉
井
千
秋
・
大
矢
暢
子

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
２
０
１
９

活
動
協
力
に
「
感
謝
の
楯
」
贈
呈

第
27
回　

日
本
が
ん
検
診
・
診
断
学
会
総
会　

横
浜
で
開
催

た
め
異
常
所
見
の
見
逃
し
が
減

り
、
早
期
発
見
に
寄
与
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
ア

メ
リ
カ
で
は
低
線
量
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
検
診
で
の
肺
が
ん
発
見
率

は
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
と
比
較
し

て
３
～
４
倍
も
高
く
、
発
見
で

き
る
腫
瘍
径
も
小
さ
い
た
め
早

期
発
見
が
可
能
と
報
告
。
さ
ら

に
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
早
期

発
見
が
死
亡
率
の
低
下
に
つ
な

が
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
欧
米

で
は
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が

ん
検
診
を
推
奨
、
す
で
に
導
入

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
低
線
量
Ｃ
Ｔ

導
入
を
用
い
た
肺
が
ん
検
診
の

現
状
は
、
茨
城
県
日
立
市
に
あ

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
を
搭
載

し
た
検
診
車
を
導
入
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
の
導

入
を
本
格
化
す
る
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
予
想
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
上
限
年
齢
の
設
定
を

ど
う
す
る
か
。
検
診
対
象
を
高

喫
煙
者
に
限
定
し
非
喫
煙
者
を

除
外
す
る
か
、
過
剰
診
断
な
ど

を
防
ぐ
た
め
読
影
医
師
の
確
保

と
育
成
も
議
論
の
対
象
と
な
り

う
る
。
費
用
面
で
は
胸
部
Ｘ
線

検
査
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
る
た

め
検
診
の
運
用
費
用
の
確
保
が

必
要
、
さ
ら
に
受
診
率
を
引
き

上
げ
る
た
め
の
啓
発
手
段
の
検

討
も
必
須
と
い
え
る
。

　

肺
が
ん
の
治
療
は
、
外
科
的

手
術
、
放
射
線
療
法
、
抗
が
ん

剤
・
分
子
標
的
薬
の
３
本
柱
を

組
み
合
わ
せ
、
が
ん
細
胞
に
直

接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
が
取

ら
れ
て
き
た
。
肺
が
ん
は
ゆ
っ

く
り
と
悪
化
す
る
慢
性
進
行
性

の
病
気
の
た
め
、
２
ｃｍ
以
下
の

早
期
で
発
見
で
き
れ
ば
十
分
に

治
療
が
可
能
。
し
か
し
切
除
時

期
の
評
価
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
機
を
逃
さ
ず
ベ
ス
ト
な

治
療
を
行
う
に
は
読
影
医
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
課
題
と
い
え
る
。

が
ん
免
疫
療
法
に
期
待

　

最
近
で
は
、
が
ん
治
療
の
第

４
の
柱
と
呼
ば
れ
る
が
ん
免
疫

療
法
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世

界
初
の
免
疫
治
療
薬
と
し
て
承

認
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ー
ボ
を
用
い

た
が
ん
免
疫
治
療
法
を
実
施
。

　

健
康
な
体
で
は
体
内
に
発
生

し
た
が
ん
細
胞
を
免
疫
に
よ
り

排
除
で
き
る
が
、
病
気
で
免
疫

が
弱
ま
る
と
、
が
ん
細
胞
が
免

疫
か
ら
逃
れ
る
術
を
身
に
付
け

が
ん
が
進
行
。
が
ん
免
疫
療
法

は
本
来
体
に
備
わ
っ
て
い
る
免

疫
機
構
に
作
用
し
て
リ
ン
パ
球

に
が
ん
を
攻
撃
す
る
指
令
を
出

し
、
体
の
免
疫
を
高
め
が
ん
細

胞
を
排
除
す
る
治
療
法
で
あ

る
。
効
果
を
発
揮
す
る
と
長
期

　

８
月
20
日
、
県
内
各
市
町
村
の
が
ん
検
診
な
ど
の
保
健
衛
生
担
当
者
を
対
象
に
、
第
43
回
予
防

医
学
実
務
研
修
会
が
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
神
奈
川
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
医
療
技
術
部
長
兼
呼
吸
器
内
科
部
長
の
山
田
耕
三
先
生（
写
真
）が
、
肺
が
ん
の
画
像

診
断
を
中
心
に
、
早
期
発
見
率
を
高
め
る
た
め
の
肺
が
ん
検
診
の
今
後
や
、
が
ん
治
療
の
第
４
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
最
新
の
肺
が
ん
治
療
法
に
つ
い
て
講
演
を
し
た
。
参
加
者
は
23
市
町
村
と

当
協
会
職
員
も
含
め
50
人
を
数
え
、
各
自
治
体
が
抱
え
る
肺
が
ん
検
診
の
課
題
と
向
き
合
う
好
機

会
と
な
っ
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

第43回 予防医学実務研修会
肺がんをめぐる最新の動向
キーワードは〝早期発見〟

画
像
の
良
し
悪
し
が

が
ん
の
早
期
発
見
を
左
右
す
る

死
亡
率
は
上
昇
傾
向

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

統
計
に
よ
る
と
、
肺
が
ん
と
新

た
に
診
断
さ
れ
る
人
数
は
１
年

間
に
10
万
人
あ
た
り
88・７
人
。

年
齢
階
級
別
総
患
者
数（
平
成

26
年
厚
生
労
働
省
「
患
者
調

査
」）を
み
る
と
、
40
歳
代
後
半

か
ら
高
く
な
り
男
女
と
も
高
齢

に
な
る
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡

数
・
死
亡
率
は
年
々
増
加
し
、

部
位
別
の
死
亡
数
は
肺
が
ん
が

第
１
位
（
平
成
29
年
厚
生
労
働

省
「
人
口
動
態
統
計
」）。
こ
の

デ
ー
タ
か
ら
も
定
期
的
な
肺
が

ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
重
要
性
が
読
み
取
れ

る
。（
図
１
）

　

初
期
の
肺
が
ん
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
行
す
る

と
咳
、痰
、発
熱
、呼
吸
困
難
、

胸
の
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が

現
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
進

行
し
て
も
あ
ま
り
症
状
が
見
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
発
見
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
治
療
と
予
後
に

大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
死
亡

率
を
下
げ
る
に
は
、
年
に
１
度

検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
を
目

指
す
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
肺
が

ん
検
診
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

40
歳
～
79
歳
の
男
女
を
対
象
に

非
高
喫
煙
群
に
対
す
る
胸
部
Ｘ

線
検
査
、
高
危
険
群
に
対
す
る

胸
部
Ｘ
線
検
査
と
喀
痰
細
胞
診

併
用
法
が
肺
が
ん
の
死
亡
率
減

少
に
有
効
と
判
断
、
実
施
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
胸
部
Ｘ
線
検

査
は
精
度
の
バ
ラ
ツ
キ
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、な
か
に
は「
読

影
不
可
」
と
見
な
さ
れ
る
検
診

画
像
も
あ
り
画
像
精
度
の
統
一

は
急
務
。
で
き
る
限
り
早
い
段

階
で
ア
ナ
ロ
グ
撮
影
か
ら
デ
ジ

タ
ル
撮
影
に
移
行
す
る
の
が
望

ま
し
く
、
読
影
に
お
い
て
は
二

重
読
影
、
比
較
読
影
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

実
際
に
評
価
の
高
い
画
像
と

低
い
画
像
を
比
較
し
て
み
る
と
、

評
価
の
低
い
画
像
は
気
管
、
脊

椎
、
肺
底
区
、
心
臓
の
後
ろ
、

腰
椎
な
ど
に
隠
れ
て
い
る
異
常

所
見
は
発
見
が
難
し
く
、
画
像

精
度
が
肺
が
ん
の
早
期
発
見
を

左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。（
図
２
・
３
）

今
後
の
検
診
と　
　
　

 

　
　
　
　
低
線
量
Ｃ
Ｔ

　

肺
が
ん
検
診
の
在
り
方
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の

か
。
今
後
は
放
射
線
量
を
最
小

限
に
抑
え
た
低
線
量
Ｃ
Ｔ
の
導

入
が
期
待
さ
れ
る
。
理
由
は
、

断
層
撮
影
だ
と
臓
器
の
重
な
り

で
見
え
な
い
部
分
が
な
く
な
る

る
日
立
製
作
所

の
従
業
員
、
退

職
者
、
そ
の
家

族
を
対
象
に
職

域
検
診
等
で
他

の
自
治
体
に
先

駆
け
て
実
施
。

そ
の
結
果
、
男

性
の
肺
が
ん
死

亡
率
が
全
国
と

比
べ
て
24
％
、

女
性
は
26
％
低

下
し
て
い
る
。

ま
た
、
島
根
県

で
も
い
ち
早
く

開
始
し
、
４
列

生
存
が
期
待
で

き
る
が
、
誰
に

ど
の
程
度
効
果

が
あ
る
か
現
段

階
で
は
明
言
で

き
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ

よ
現
時
点
の
主

流
で
あ
る
胸
部

Ｘ
線
検
査
を
受

診
し
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
死
亡
率

を
下
げ
る
大
切

な
一
歩
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い

な
い
。

図１ 死亡者数・死亡率の年次推移
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図２ 評価の高い胸部画像

図３ 評価の低い胸部画像

気管、脊椎、肺底区、心臓の後ろ、腰椎

気管、脊椎、肺底区、心臓の後ろ、腰椎



健 康 か な が わ （毎月１回・15日発行） （２）第６１９号令和元年１０月１５日
　

山
田
先
生
の
講
演
後
（
1
面
）、
主
催
者
の
当
協
会
健
康
創
造
室
室
長
・
岡
部
英
男
を
座
長
に
、

共
催
者
の
神
奈
川
県
都
市
衛
生
行
政
協
議
会
会
長
の
逗
子
市
と
神
奈
川
県
町
村
保
健
衛
生
連
絡
協
議

会
会
長
の
葉
山
町
か
ら
肺
が
ん
検
診
の
現
状
報
告
を
含
む
指
定
発
言
を
端
緒
に
質
疑
応
答
を
実
施
し

た
。
肺
が
ん
検
診
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
奈

川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
健
康
増
進
課
た
ば
こ
対
策
グ
ル
ー
プ
よ
り
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
話
題
に
な
っ
た
胸
部
Ｘ
線
検
査
の
精
度
管
理
に
つ
い
て
、
当
協
会
の
状
況
を

放
射
線
技
術
部
部
長
の
見
本
真
一
が
解
説
す
る
。

―
個
別
検
診
と
集
団
検
診
の

両
方
で
胸
部
Ｘ
線
検
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
受
診
率
は
約
13

％
に
留
ま
る
。
受
診
率
を
上
げ

る
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
望

ま
し
い
か
。

山
田　

個
別
検
診
を
行
う
鎌
倉

市
は
か
か
り
つ
け
医
が
熱
心
に

受
診
を
勧
め
て
い
る
。
信
頼
で

き
る
か
か
り
つ
け
医
に
検
診
の

必
要
性
を
説
か
れ
る
と
、「
受

診
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
心
境

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
が
か
か
り
つ
け
医

の
活
用
を
推
奨
し
て
い
る
の
で

そ
の
方
向
で
受
診
体
制
を
整
え

る
べ
き
だ
と
思
う
。

―
厚
木
市
と
大
和
市
は
予
防

医
学
協
会
と
、
鎌
倉
市
は
神
奈

川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
呼
吸
器

内
科
と
連
携
し
て
二
重
読
影
を

実
施
し
て
い
る
が
、
読
影
精
度

を
上
げ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
有
効
か
。

山
田　

医
師
会
と
連
携
し
な
い

と
読
影
精
度
を
上
げ
る
の
は
困

難
。
ま
た
ア
ナ
ロ
グ
撮
影
を
続

け
て
い
る
場
合
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
て
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
切
り

替
え
モ
ニ
タ
ー
読
影
を
実
施
す

る
よ
う
医
師
会
に
理
解
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。
腫
瘍
が
５
０

０
円
玉
大
に
な
る
と
治
療
は
難

し
く
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は

デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
切
り
替
え
を
。

　
推
奨
画
像
で
画
質
差
を
解
消 

　（
当
協
会
よ
り
追
加
発
言
）

　

当
協
会
は
、
厚
木
市
と
大
和

市
の
二
重
読
影
の
サ
ポ
ー
ト
を

　

肺
が
ん
で
最
も
関
連
の
深
い

危
険
因
子
は
喫
煙
。
昨
年
、
健

康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年

７
月
か
ら
は
学
校
・
病
院
・
児

童
福
祉
施
設
、
行
政
機
関
の
庁

舎
な
ど
が
敷
地
内
禁
煙
と
な
っ

た
。
来
年
４
月
か
ら
は
そ
の
他

の
飲
食
店
、
事
務
所
な
ど
も
屋

内
禁
煙
と
な
る
。
神
奈
川
県
は

全
国
に
先
駆
け
平
成
22
年
に

で
は
子
ど
も
も
利
用
す
る
デ

パ
ー
ト
、
映
画
館
、
ボ
ー
リ
ン

グ
場
な
ど
の
施
設
が
規
制
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
規
制
は
そ
の

ま
ま
維
持
さ
れ
る
方
針
だ
。

　

ま
た
、
条
例
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
対
象
施
設
へ
の
戸

別
訪
問
に
よ
る
条
例
の
周
知
・

徹
底
や
分
煙
技
術
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
も
行
っ
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
神
奈
川
県
公
共
的
施
設
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を

制
定
し
た
が
、
今
回
の
健
康
増

進
法
改
正
に
よ
り
対
策
強
化
も

進
み
、
県
条
例
も
改
正
に
動
き

出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
県
健
康

増
進
課
た
ば
こ
対
策
グ
ル
ー
プ

の
平
野
真
理
子
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
（
写
真
）
よ
り
「
改
正
健

康
増
進
法
と
神
奈
川
県
受
動
喫

煙
防
止
条
例
改
正
」
と
題
し
て

情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

　

平
野
氏
は
ま
ず
今
回
の
健
康

増
進
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
解
説
（
表
）。
今
回
の
法

改
正
に
伴
い
、
県
条
例
は
「
法

が
上
回
る
規
制
に
つ
い
て
は
、

条
例
の
規
定
を
削
除
し
、
条
例

が
上
回
る
規
制
に
つ
い
て
、
条

例
の
規
定
を
残
す
と
い
う
考
え

方
で
条
例
改
正
を
行
う
予
定
」

と
の
こ
と
。例
え
ば
条
例
で「
禁

煙（
喫
煙
室
の
設
置
可
）」だ
っ

た
学
校
や
病
院
な
ど
は
法
改
正

に
伴
い
7
月
か
ら
「
敷
地
内
禁

煙
」
に
な
っ
た
。
ま
た
、
飲
食

店
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
の
宿

泊
施
設
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
娯

楽
施
設
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

業
を
営
む
店
舗
は
、
条
例
で
は

「
禁
煙
ま
た
は
分
煙
」
と
し
て

い
る
が
、
来
年
4
月
の
法
施
行

に
伴
い
「
原
則
屋
内
禁
煙
」
に

な
る
と
い
う
。
し
か
し
加
熱
式

た
ば
こ
に
つ
い
て
は
、
県
条
例

行
っ
て
い
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
と

デ
ジ
タ
ル
の
画
像
が
混
在
し
画

質
の
精
度
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

る
。
医
師
会
に
所
属
す
る
胸
部

専
門
医
は
10
％
に
す
ぎ
ず
、
専

門
医
以
外
は
ベ
ス
ト
な
画
像
が

わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

ま
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
へ
の
完

全
移
行
が
難
し
い
現
状
も
あ

る
。
検
診
の
標
準
化
を
進
め
る

に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
撮
影
を
行
う

医
師
に
画
質
の
向
上
を
お
願
い

す
る
際
、
推
奨
画
像
を
配
布
す

る
方
向
で
進
め
た
い
。(

当
協

会
放
射
線
技
術
部
部
長
・
見
本

真
一)

―
低
線
量
Ｃ
Ｔ
導
入
に
お
い

て
「
非
喫
煙
者
を
対
象
か
ら
外

す
べ
き
か
」
と
い
う
議
論
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
先
生
の

見
解
は
ど
う
か
。

山
田　

ア
メ
リ
カ
で
は
非
喫
煙

者
が
毎
年
受
診
し
て
も
損
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は

2
～
3
年
に
一
度
の
頻
度
が
ベ

ス
ト
だ
と
思
う
。
毎
年
行
っ
た

場
合
に
心
配
な
被
ば
く
線
量
は

通
常
の
Ｃ
Ｔ
の
10
分
の
1
、
成

田
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
往
復
で

受
け
る
被
ば
く
量
よ
り
遥
か
に

少
な
く
健
康
被
害
の
心
配
は
な

い
。
い
う
ま
で
も
な
く
喫
煙
者

は
毎
年
行
う
の
が
望
ま
し
い
。

―
低
線
量
Ｃ
Ｔ
で
異
常
が
見

つ
か
り
精
密
検
査
を
受
け
る
場

合
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
は
再
度
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行

う
の
か
。
治
療
開
始
ま
で
の
流

れ
も
知
り
た
い
。

山
田　

が
ん
セ
ン
タ
ー
で
再
検

し
、
確
か
に
腫
瘍
を
確
認
し
た

ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
追
加
。

手
術
は
確
定
診
断
か
ら
約
1
ヵ

月
後
に
行
う
の
が
一
般
的
。
た

だ
し
当
セ
ン
タ
ー
で
は
患
者
の

約
半
数
が
治
験
に
参
加
し
、
抗

が
ん
剤
と
分
子
標
的
薬
ま
た
は

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
薬
を

併
用
後
、
手
術
を
行
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
初
診
か

ら
約
2
ヵ
月
後
に
治
療
が
ス

タ
ー
ト
。
治
療
方
針
は
内
科
、

外
科
、
放
射
線
科
の
3
科
が
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
決
定
す
る
。

―
高
齢
で
亀
背（
※
キ
ハ
イ
）

の
受
診
者
の
場
合
、
座
位
で
正

面
画
像
を
撮
る
の
が
精
一
杯
で

精
度
の
高
い
画
像
撮
影
が
な
か

な
か
難
し
い
。

山
田　

そ
れ
は
仕
方
な
い
こ

と
。
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
切
り
替
え

れ
ば
ク
リ
ア
な
画
像
が
撮
れ
る

が
、
例
え
ば
90
歳
で
肺
が
ん
を

発
見
し
て
も
体
力
的
に
手
術
が

難
し
い
場
合
が
あ
る
。
亀
背
の

受
診
者
に
対
す
る
低
線
量
Ｃ
Ｔ

の
提
案
は
、
医
師
会
の
先
生
や

主
治
医
と
相
談
し
て
決
め
た
い
。

　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
２
０

１
５
年
）
の
報
告
に
よ
る
と
、

全
て
の
が
ん
に
お
い
て
肺
が
ん

の
罹
患
率
は
年
間
約
11
万
人
で

第
3
位
、
死
亡
数
は
約
7
万
人

で
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5
年
相
対
生
存
率
が
80
％
以
上

の
Ⅰ
期
で
発
見
さ
れ
る
割
合
は

約
40
％
で
す
が
、
5
年
相
対
生

存
率
が
約
30
％
の
Ⅳ
期
で
発
見

さ
れ
る
割
合
は
約
32
％
。
他
の

が
ん
に
比
べ
早
期
で
の
発
見
が

難
し
い
現
状
で
す
。

　

そ
の
た
め
厚
生
労
働
省
の
が

ん
検
診
実
施
指
針
で
は
撮
影
装

置
に
関
す
る
仕
様
や
読
影
体
制

お
よ
び
読
影
基
準
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
的
要
件
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
施
設
で
は
最

新
式
の
胸
部
デ
ジ
タ
ル
撮
影
装

置
で
年
間
約
26
万
件
を
撮
影

し
、
医
療
画
像
読
影
専
用
の
高

精
細
モ
ニ
タ
ー
に
て
二
重
読
影

を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

ま
た
、
診
断
に
適
し
た
胸
部

Ｘ
線
画
像
が
撮
影
さ
れ
て
い
る

か
、
毎
年
、
全
国
労
働
衛
生
団

体
連
合
会
（
全
衛
連
）
の
第
三

者
評
価
機
構
に
よ
る
全
国
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
全
国
３
０
０
以
上
の
医
療
機

関
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
、
０
０

０
件
以
上
の
胸
部
デ
ジ
タ
ル
Ｘ

線
画
像
に
対
し
て
、
呼
吸
器
専

門
医
や
放
射
線
科
医
を
中
心
と

し
た
17
人
の
審
査
委
員
に
よ
っ

て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

主
な
評
価
項
目
と
し
て
は
、

鎖
骨
や
胸
椎
、
横
隔
膜
お
よ
び

肺
血
管
な
ど
の
解
剖
学
的
指
標

に
関
す
る
評
価
と
、
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
や
肺
野
濃
度
、
解
像
度
、

粒
状
性
な
ど
の
物
理
学
的
指
標

に
加
え
、
撮
影
線
量
や
モ
ニ

タ
ー
管
理
に
対
す
る
管
理
体
制

も
評
価
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
精
度
管
理
さ
れ

た
胸
部
Ｘ
線
画
像
か
ら
診
断
さ

れ
る
事
例
を
、
図
2
、
3
に
示

し
ま
す
。

　
一
次
検
診
で
右
中
肺
野
疑
問

陰
影
と
し
て
至
急
精
検
の
指
摘

と
な
り
、
二
次
検
査
の
Ｃ
Ｔ
検

査
（
図
４
・
５
）
で
約
15
㎜
大
の

早
期
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
救
命
可
能
な

肺
が
ん
検
診
を
適
切
に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で

の
精
度
管
理
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
須
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

や
精
検
受
診
率
の
向
上
な
ど
に

よ
り
、
肺
が
ん
検
診
全
体
と
し

て
の
死
亡
率
減
少
効
果
を
目
指

し
、
人
々
の
尊
い
命
と
健
康
な

人
生
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願

い
、
正
し
い
が
ん
検
診
を
遂
行

し
て
い
き
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
も

質
の
高
い
画
像
の
提
供
を

改
正
健
康
増
進
法
と
受
動
喫
煙
防
止
条
例
改
正

条
例
が
上
回
る
規
制
は
条
例
を
残
す

当
協
会
の
胸
部
Ｘ
線
検
査
の
精
度
管
理

健康増進法の改正
■健康増進法の改正
▼平成30年7月　健康増進法が改正され、受動喫煙防
止対策が強化

■主な改正内容　※令和2年4月1日全面施行
▼学校、病院、児童福祉施設など、行政機関の庁舎
　➡敷地内禁煙（屋外に喫煙場所の設置可）
　　※令和元年7月1日一部施行
▼上記以外の多数の者が利用する施設（飲食店、事務所など）
　➡屋内禁煙（喫煙専用室設置可）
▼経過措置
　●既存の小規模飲食店は、標識の掲示により喫煙可

能室の設置可
▼義務に違反する場合、罰則の適用あり
　●最大50万円の過料

逗
子
市
か
ら
指
定
発
言

図
3　

拡
大
像
に
よ
っ
て
右
中
肺
野

に
淡
い
陰
影
を
認
め
る

図
5　

図
４
の
拡
大
画
像

図
２　

検
診
発
見
例

図
4　
二
次
検
査
で
の
Ｃ
Ｔ
画
像　

図1　高精細モニターによる読影風景

※キハイ=胸椎部が後方へ曲がって突き出している状態
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茨
木
先
生
は
ま
ず
脳
の
構
造

や
情
報
伝
達
・
記
憶
の
仕
組
み

な
ど
脳
科
学
の
基
本
に
つ
い
て

解
説
。「
こ
の
よ
う
に
話
す
と
、

脳
は
複
雑
な
構
造
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
意
外
と
単
純
で

す
」
と
い
う
。
脳
機
能
で
大
切

な
の
が
記
憶
や
学
習
で
、
犬
に

ベ
ル
を
鳴
ら
し
、
餌
を
与
え
る

こ
と
を
繰
り
返
す
と
ベ
ル
を
聞

い
た
だ
け
で
よ
だ
れ
が
出
る

「
パ
ブ
ロ
フ
型
学
習
」
と
、
ネ

ズ
ミ
が
レ
バ
ー
を
押
す
と
チ
ー

ズ
が
出
て
く
る
体
験
を
積
む
と

レ
バ
ー
を
押
し
続
け
る
よ
う
に

な
る
「
オ
ペ
ラ
ン
ト
型
学
習
」

に
つ
い
て
説
明
し
、「
こ
れ
が

ベ
ー
ス
と
な
る
」と
茨
木
先
生
。

　
「
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
私
た
ち
の
脳
で
も
行
わ
れ
、

『
習
慣
脳
』
と
し
て
形
作
ら
れ

ま
す
。
脳
科
学
で
は
習
慣
と
は

本
来
の
目
的
を
失
い
、
オ
ー
ト

マ
テ
ィ
ッ
ク
（
自
動
的
）
に
繰

り
返
す
行
動
」
と
説
明
す
る
。

　

例
え
ば
、
お
腹
が
空
い
て
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
食
べ
、「
お
い
し
い
」

と
感
じ
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し

て
い
く
と
店
（
あ
る
い
は
店
の

ロ
ゴ
）
を
見
る
だ
け
で
空
腹
で

も
な
い
の
に
店
に
入
り
た
く
な

り
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
カ
ロ
リ
ー
過

剰
摂
取
（
肥
満
）
の
負
の
習
慣

行
動
に
つ
な
が
る
。
そ
の
習
慣

脳
を
わ
か
っ
た
上
で
健
康
支
援

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ 

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

　

健
康
活
動
を
促
進
す
る
の
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

　

古
く
か
ら
健
康
行
動
の
変
容

へ
向
け
、企
画
者（
支
援
者
）は
、

「
健
康
行
動
に
関
す
る
知
識
と

態
度
」
を
変
え
る
こ
と
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
行
動
の
リ
ス
ク
と
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報
を
人
々

に
提
供
し
、
彼
ら
に
行
動
を
変

え
る
よ
う
熟
慮
と
努
力
を
求
め

て
き
た
。
し
か
し
そ
う
し
た「
態

度
ベ
ー
ス
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
必

ず
し
も
成
功
し
な
か
っ
た
。

　
「
人
の
脳
は
『
習
慣
的
・
無

意
識
的
』
で
環
境
の
影
響
も
受

け
や
す
い
。
人
間
の
本
質
は
面

倒
く
さ
が
り
で
あ
り
、
意
識
的

に
努
力
を
し
て
理
想
的
な
健
康

観
を
築
く
の
で
は
な
く〝
ち
ょ
っ

と
だ
け
簡
単
〟
に
行
動
を
変
化

す
る
方
法
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま

う
か
ら
」
と
茨
木
先
生
。
そ
こ

で
健
康
行
動
の
誘
発
に
有
効
な

次
の
４
つ
の
「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

　

Ｅ
（Easy

）：
健
康
行
動
を

誘
発
す
る
た
め
の
ち
ょ
っ
と
し

た
バ
リ
ア（
障
壁
）を
は
ず
す
。

　

Ａ
（Attractive

）：
シ
ン
プ

ル
で
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
す
る
か
、
も
し
く
は

さ
ま
ざ
ま
な
色
や
空
間
の
デ
ザ

イ
ン
で
注
意
を
ひ
く
。

　

Ｓ
（Social

）：
わ
れ
わ
れ

は
「
社
会
規
範
（ 

他
の
人
が

ど
う
し
て
い
る
か
）」
に
大
き

く
影
響
を
受
け
る
。
そ
こ
で
他

の
人
が
健
康
行
動
を
と
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
。

　

Ｔ
（Tim

ely

）：
人
が
行
動

を
変
え
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
や

き
っ
か
け
を
見
極
め
る
。
こ
の

頭
文
字
を
と
っ
て「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」。

　

ま
た
脳
科
学
の
知
見
か
ら
人

の
心
を
動
か
す
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
言
葉
の
か
け
方
）
も
紹
介

（
表
）。
人
格
そ
の
も
の
に
言
及

す
る
と
人
の
心
に
届
き
動
か

す
。
例
え
ば
「
嘘
を
つ
か
な
い

で
」（
行
動
に
言
及
す
る
）
と

い
う
の
で
は
な
く
、「
嘘
つ
き

に
な
ら
な
い
で
」（
人
格
そ
の

も
の
に
言
及
）
と
言
葉
を
か
け

た
方
が
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

脳
科
学
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
人
間
の
行
動
や
心
を
理
解

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
人
に

よ
り
良
い
行
動
（
健
康
行
動
）

を
促
す
た
め
の
方
法
な
ど
へ
の

応
用
も
期
待
で
き
る
。
今
後
の

研
究
に
も
注
目
し
た
い
。

　
「
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切

な
人
を
乳
が
ん
で
失
わ
な
い
た

め
に
…
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
乳
が
ん
検
診
受
診
を
勧
奨

す
る
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
る

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
（
事

務
局
＝
当
協
会
）。
今
年
で
11

回
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
２
０
１

９
」
が
、
９
月
22
日
に
、
横
浜

公
園
で
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
『
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー

（
＊
）』
と
の
同
時
開
催
と
な

り
、
日
本
大
通
に
は
マ
ン
モ
検

診
車
の
展
示・見
学（
写
真
①
）

や
パ
レ
ー
ド
（
写
真
②
）
が
行

わ
れ
た
。
横
浜
公
園
で
は
啓
発

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
ブ
ー
ス

前
で
は
ベ
ス
ト
オ
ブ
ミ
ス
神
奈

川
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
募
金
活

動
を
し
た
（
写
真
③
）。

　

横
浜
公
園
・
水
の
広
場
で
行

わ
れ
た
『
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
』
で
は
、
日
頃
か
ら
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
に
協
力
・
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が

登
壇
し
、
挨
拶
。
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
リ
ボ
ン
を
結
ん
で
乳
が
ん

死
の
減
少
を
願
っ
た
。
今
年
度

「
感
謝
の
楯
」
を
贈
呈
さ
れ
た

の
は
、（
公
社
）
横
浜
市
民
施

設
協
会
・
代
居
昌
子
氏
と
鎌
倉

て
、
20
日
の
夜
に
は
、
神
奈
川

県
庁
前
と
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
中

央
広
場
で
『
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
セ

レ
モ
ニ
ー
』
が
行
わ
れ
、
県
庁

舎
と
大
観
覧
車
・
コ
ス
モ
ク

ロ
ッ
ク
21
が
ピ
ン
ク
色
に
染

ま
っ
た
（
写
真
⑤
・
⑥
）。
さ

ら
に
横
浜
税
関
、
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
、
象
の
鼻
パ
ー
ク
な

ど
が
、
20
日
～
23
日
の
間
、
ピ

ン
ク
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

＊
マ
イ
カ
ー
で
は
な
く
公
共
の
交
通
機

関
で
移
動
し
、
交
通
面
か
ら
環
境
や
ま

ち
を
考
え
よ
う
と
い
う
世
界
的
な
イ
ベ

ン
ト
。

女
子
大
学
・
大

石
美
佳
氏
（
写

真
④
）。
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
か
な

が
わ
代
表
の
土

井
卓
子
医
師
か

ら
、
お
二
人
に

感
謝
を
込
め
て

渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
イ
ベ
ン

ト
に
先
駆
け

第２回かながわ健康支援セミナー

⑤神奈川県庁舎で行われたライトアップセレモニー

④土井卓子代表を中心に、右が大石美
佳氏、左が代居昌子氏

働く人の健康支援に
� 脳科学からアプローチ

表　人の心を動かす言葉とは
行動に言及 人格に言及

犯罪なんてしないで 犯罪者にならないで
怠けないで 怠け者にならないで
無駄をしないで 浪費家にならないで
泣かないで 泣き虫にならないで
いつも笑っていて にこやかな人になって
私の状況を理解して 私の良き理解者になって
結婚してください 一生のパートナーになってください
健康は大切です 健康な人は素晴らしい

　
第
2
回
か
な
が
わ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
当
協
会
）
が
、

8
月
29
日
、神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
働
き
方
改
革
～
脳
科
学
の
視
点
か
ら
あ
る

べ
き
施
策
を
考
え
る
～
」。N
T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
ニ
ュ
ー

ロ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
の

茨
木
拓
也
先
生
（
写
真
）
が
講
演
。
茨
木
先
生
は
、人
間
の
脳・

心
・
行
動
に
関
わ
る
科
学
的
知
見
や
技
術
を
実
社
会
に
応
用

す
る
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
人
工
知
能
、
モ
ノ

づ
く
り
、
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
人
材
育
成
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
幅
広
い
。
今
回
は
、
最
新
の
脳
科
学
の
知
見
を
も
と

に
産
業
保
健
に
応
用
す
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
51
団
体
62
人
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
２
０
１
９　

開
催
！

活
動
協
力
に
「
感
謝
の
楯
」
贈
呈

③啓発ブース前で行われた募金活動
②竹前大・中区区長を中心にスカーフ親善大使と横浜Ｆマリ
ノス公式チアチーム・トリコロールマーメイズによるパレード

⑥コスモワールド中央広場で
は、日産自動車の電気自動車
「リーフ」の充電機能を利用
し、ミニプロジェクション
マッピングを実施。日産自動
車・為行勲氏の協力を得て、
今回初めての試みとなった。

①実際に使われるマンモグラフィ検診
車の内部見学

　

湘
南
白
百
合
学
園
小
学
校

は
藤
沢
市
に
あ
る
私
立
の
女

子
校
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ

ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
今
年

で
83
年
に
な
り
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
根

ざ
し
た
価
値
観
を
養
い
、
社

会
に
奉
仕
で
き
る
女
性
の
育

成
を
目
指
し
て
教
育
を
行
っ

て
お
り
、
シ
ス
タ
ー
も
授
業

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
数
は
６
２
３
人
。
休

み
時
間
に
は
体
を
動
か
し

て
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
が

多
く
、
に
ぎ
や
か
な
声
が
校

庭
に
響
き
ま
す
。
保
健
室
に

は
、
擦
過
傷
や
捻
挫
、
突
き

指
な
ど
の
け
が
を
し
た
子

が
訪
れ
ま
す
。
け
が
や
病
気

の
経
験
は
、
貴
重
な
学
び
の

機
会
と
考
え
、
自
分
の
様
子

に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
促

し
、手
当
て
を
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
で
で
き
そ
う
な
こ
と

は
何
か
あ
る
？
」「
次
に
同

じ
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ど
う

し
た
ら
良
い
と
思
う
？
」
な

ど
と
声
を
か
け
、
次
に
保
健

室
に
来
た
時
に
は
、
実
際
に

行
っ
た
こ
と
の
確
認
を
し

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

成
功
し
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
失
敗
し
た
こ
と
も
そ
の

子
の
財
産
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

以
前
、
よ
く
保
健
室
を
利

用
し
て
い
た
子
が
高
学
年
に

な
り
、
け
が
を
し
た
年
下
の

子
の
お
世
話
を
し
て
い
る
姿

を
見
る
と
、
自
分
の
経
験
を

生
か
し
て
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
、
成
長
を
感
じ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
学
び
や
成
長

に
つ
な
が
る
よ
う
、
一
人
ひ

と
り
と
の
会
話
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
通
じ
て
、
成
長
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

湘南白百合学園小学校
養護教諭

吉井　千秋（左）
大矢　暢子（右）

保健室
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横
浜
市
・
金
刀
比
羅
大
鷲
神
社
の
酉
の
市

写真提供・神奈川新聞社

７

　

酉
の
市
は
、
鳥
街
（
と
り
ま
ち
）・
お
酉
さ

ま
と
も
い
わ
れ
、
金
刀
比
羅
大
鷲
神
社
（
南

区
真
金
町
）
の
例
大
祭
で
す
。
毎
年
11
月
の

酉
の
日
に
開
催
さ
れ
、
横
浜
の
初
冬
を
告
げ

る
年
中
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
露
店
で
売
ら

れ
る
熊
手
は
、
獲
物
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る

鷲
の
爪
を
模
し
た
と
い
わ
れ
、「
福
を
か
き
集

め
る
」「
福
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る
」
な
ど
、

縁
起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
刀
比
羅
大
鷲
神
社
の
酉
の
市
は
、

１
９
９
１
年
11
月
1
日
に
横
浜
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
８
日
（
金
）・
一
の
酉
、
20
日
（
水
）・
二
の

酉
の
２
回
で
す
。

　

縁
起
物
の
熊
手
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
屋

台
が
出
て
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

個人情報の取り扱いについて
　当協会では、本紙を送付している皆様につ
いて、送付に必要な情報（氏名・住所・所属
など）を送付名簿として保持しております。
　この個人情報は当協会の個人情報保護方針
に基づき、厳重な管理のもとに運用しており
ます。その上で、今後も継続して送付したい
と考えております。送付名簿から削除・訂正
を希望される場合には、健康創造室企画課
（☎045−641−8505）までご連絡ください。

ピンクリボンかながわの今後の予定
戸塚区「健康まつり」

日時：2019年11月3日（日・祝）　10：00～15：00
場所：横浜市立東戸塚小学校（戸塚区吉田町88）

区民の方々に向けて、健康づくりへの意識向上を目的として、毎年行われる健康イベント。ピンクリボンかながわは、
会場でマンモグラフィ検診車を展示、ご来場者に見学をしていただくことで、乳がん検診の大切さをお伝えいたします。

お問い合わせは、ピンクリボンかながわ事務局 薔 0120-406-561

算
出
し
て
い
る
。
戦
後
直
後

１
９
４
７
年
の
男
性
の
平
均
寿

命
は
50・06
歳
、女
性
53・96
歳
。

以
来
、
右
肩
上
が
り
で
延
び
続

け
て
い
る
。
ま
た
２
０
１
８
年

に
生
ま
れ
た
人
が
、
三
大
死
因

の
「
が
ん
、心
臓
病
、脳
卒
中
」

の
い
ず
れ
か
で
死
亡
す
る
確
率

は
、
女
性
45
・
52
％
、
男
性

50
・
06
％
。
こ
れ
ら
の
病
気
に

よ
る
死
亡
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と

仮
定
す
る
と
、
女
性
で
5
・
55

歳
、
男
性
は
６
・
７
歳
、
平
均

寿
命
が
延
び
る
と
い
う
。

　

第
27
回
日
本
が
ん
検
診・診
断
学
会
総
会
（
会
長
＝
山
田
耕
三・神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
内
科
部
長
）
が
、
8
月
31
日
、
9
月
1
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、「
が
ん
の
存
在
診
断
に
お
け
る
リ
キ
ッ
ド
診
断（
ゲ
ノ

ム
診
断
）
と
画
像
診
断
の
融
合
」
の
問
題
と
「
高
齢
社
会
の
が
ん
検
診
を
ど
う
考
え
る
か
」
と

い
う
2
つ
の
課
題
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
今
回
は
高
齢
者
の
が

ん
検
診
の
問
題
を
中
心
に
報
告
し
た
い
。（
編
集
）

第
27
回
日
本
が
ん
検
診
・
診
断
学
会
総
会
横
浜
で
開
催

高
齢
者
の
が
ん
検
診 

推
奨
年
齢
は
？

　

先
ご
ろ
総
務
省
が
公
表
し
た

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
28
・
4
％
に

の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日

本
の
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
世

界
で
最
も
高
く
、
2
位
の
イ
タ

リ
ア
（
23
・
０
％
）
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
超

高
齢
社
会
を
迎
え
、
市
町
村
が

実
施
す
る
対
策
型
の
が
ん
検
診

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
始
め
て
き

た
。
高
齢
者
は
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
体
の
負
担
に
な
る
場
合

も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
や

不
利
益
を
考
慮
し
、
年
齢
を
見

直
す
べ
き
か
ど
う
か
厚
生
労
働

省
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
会
で
も
1
日
目
に
「
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
が
ん
検
診

の
型
―
地
域
で
の
が
ん
検
診
の

実
態
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
2
日
目
に
は
「
が
ん
検

診
と
推
奨
年
齢
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　
「
高
齢
者
は
い
つ
ま
で
受
け

る
の
か
？
」
と
銘
打
っ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

立
場
の
異
な
る
5
人
が
登
壇
。

ま
ず
「
前
立
腺
が
ん
」。
検
診

に
も
携
わ
る
日
本
大
学
医
学
部

の
高
橋
悟
教
授
が
登
壇
。
高
橋

教
授
は
「
が
ん
検
診
に
よ
る
利

益
と
不
利
益
の
情
報
提
供
を
行

い
、
そ
の
説
明
と
了
解
」
を
前

提
と
し
て「
暦
年
齢
で
は
な
く
、

そ
の
個
人
に
あ
っ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
検
診
の
デ
ザ
イ
ン
が
必

要
で
は
」
と
講
演
。

　

次
い
で
肺
が
ん
検
診
を
め

ぐ
っ
て
県
結
核
予
防
会
中
央
健

康
相
談
所
の
長
谷
川
英
之
名
誉

所
長
が
登
壇
。
長
谷
川
名
誉
所

長
は
「
現
在
、
肺
が
ん
検
診
が

結
核
検
診
と
統
合
さ
れ
て
行
わ

れ
て
い
る
お
り
、
結
核
患
者
の

高
齢
化
を
考
慮
す
る
と
年
齢
に

上
限
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
発
表
。
3
人
目
と
し
て

朝
日
新
聞
の
土
肥
修
一
記
者
が

「
科
学
医
療
部
記
者
の
観
点
か

ら
」
と
題
し
て
報
告
。
土
肥
記

者
は
昨
年
、
同
僚
記
者
と
が
ん

検
診
の
利
益
・
不
利
益
や
推
奨

年
齢
の
問
題
に
つ
い
て
取
材

し
、
記
事
に
し
て
い
る
。
土
肥

記
者
は
「
が
ん
検
診
は
あ
ま
り

特
集
と
し
て
取
り
上
げ
に
く
い

テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
2
人
に

1
人
は
が
ん
に
か
か
る
時
代
な

の
に
受
診
率
は
低
い
。
検
診
の

意
義
や
利
益
・
不
利
益
、
推
奨

年
齢
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

4
人
目
と
し
て
公
衆
衛
生
領

域
の
立
場
と
し
て
大
阪
大
学
医

学
部
の
祖
父
江
友
孝
教
授
が
登

壇
。「
高
齢
者
は
期
待
さ
れ
る

余
命
や
が
ん
罹
患
率
に
つ
い
て

の
個
人
差
が
大
き
く
、
一
律
な

判
断
は
難
し
い
。
た
だ
高
齢
者

に
は
介
護
や
運
動
機
能
、
認
知

症
と
い
っ
た
、
が
ん
検
診
以
外

に
優
先
度
の
高
い
公
共
的
サ
ー

ビ
ス
が
存
在
す
る
。
そ
ち
ら
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
と
い
う
議
論

も
必
要
で
は
な
い
か
」と
講
演
。

　

最
後
に
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
中
山
富
雄
部
長
が
、
厚

生
労
働
研
究
班
で
研
究
を
進
め

て
い
る
「
数
理
統
計
モ
デ
ル
を

用
い
て
大
腸
が
ん
検
診
の
上
限

年
齢
検
討
」
の
内
容
を
紹
介
。

研
究
班
で
は
高
齢
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
し
て
お
り
、「
余

命
に
比
べ
て
利
益
が
少
な
い
の

で
受
診
を
勧
め
な
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
は
強
い

抵
抗
感
を
示
し
た
と
説
明
。

「
も
っ
と
優
先
す
べ
き
ほ
か
の

健
康
課
題
が
あ
る
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
講
演
を

行
っ
た
。

平均寿命最高更新
女性87.32歳（世界2位）
男性81.25歳（同3位）

　

２
０
１
８
年
の
日
本
人
の
平

均
寿
命
は
女
性
87
・
32
歳
、
男

性
81
・
25
歳
で
、
と
も
に
過
去

最
高
を
更
新
し
た
こ
と
が
、
７

月
30
日
に
厚
生
労
働
省
が
公
表

し
た
簡
易
生
命
表
で
わ
か
っ

た
。前
年
に
比
べ
、女
性
は
０
・

05
歳
、
男
性
は
０
・
16
歳
延
び

た
。
世
界
と
比
較
し
て
み
る
と

女
性
は
香
港
（
87
・
56
歳
）
に

次
い
で
第
２
位
。
第
3
位
は
ス

ペ
イ
ン（
85・73
歳
）だ
っ
た
。

男
性
は
香
港
（
82
・
17
歳
）、

ス
イ
ス
（
81
・
4
歳
）
に
次
い

で
第
３
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
均
寿
命
は
そ
の
年
に
生
ま

れ
た
０
歳
児
が
、
平
均
で
何
歳

ま
で
生
き
る
か
を
予
測
し
た
数

値
。
各
年
齢
の
死
亡
率
が
、
今

後
も
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
し
て

88
歳

86

84

82

80

78 78.76 歳

87.32 歳

73.35 歳

81.25 歳

76

74

72
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日本人の平均寿命

女性

男性

か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
特
別
編
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
4
つ
の
管
理

 

か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
特
別
編
）
が
、
9
月
9

日
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
有
料
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
、
看
護
師
や
保

健
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を

対
象
に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

4
つ
の
管
理
―
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
視
点
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。
講
師
は

「
衛
生
管
理
者
の
学
校
」
代
表

の
坂
元
富
美
夫
先
生（
写
真
）。

坂
元
先
生
は
Ｃ
Ｏ
Ｈ
労
働
衛
生

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
保
健
衛
生
）

と
し
て
、
全
国
の
事
業
所
な
ど

に
安
全
衛
生
、
健
康
経
営
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
教
育
・

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
事
業
所
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て

①
予
防
管
理
②
兆
候
管
理
③
発

症
管
理
④
復
職
管
理
と
い
う
4

つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
解
説
。
自
身
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
経
験
も
交
え
、
参

加
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

講
演
を
進
め
た
。

　

内
容
は
2
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
1
部
で
は
「
働
く
人
が

自
分
で
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
」
に
つ
い

て
。
坂
元
先
生
は
①
「
う
つ
」

へ
の
理
解
②
ス
ト
レ
ス
と
う
つ

の
関
係
へ
の
理
解
③
ス
ト
レ
ス

状
態
の
客
観
的
理
解
と
認
知

（
気
づ
き
）
④
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ

ン
グ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
解
説
を
し
た
。
第
2

部
は
「
管
理
者
に
必
要
な
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
知
識
と
対
応
」

に
つ
い
て
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
者
の
予
防
・
兆
候
・
発
症
・

復
職
管
理
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
事
業
所
と
し
て
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
か
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

同
講
師
に
よ
る
有
料
セ
ミ
ナ
ー

を
12
月
に
開
催
予
定

◇
テ
ー
マ
＝
健
康
経
営
◇
日
時
＝

12
月
6
日
（
金
）
午
後
2
時
～

4
時
30
分
◇
会
場
＝
日
本
大
通

ビ
ル
Ｂ
1
・
パ
ー
ク
ホ
ー
ル
◇
問

合
せ
０
４
５‒

６
４
１‒

８
５
２
２

担
当=

雨
宮
（
業
務
部
）
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